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医療福祉建築フォーラム 2025 開催案内（再掲） 

 本協会では毎年、医療福祉建築に関する研究・計画・設計者と他分野の方々が、ともに学び、考

える場として、医療福祉建築フォーラムを開催しています。なお、昨年に続いて対面での開催とな

ります。 

本年度は、ICT や DX などの最新テクノロジーと病院の関係、人々の暮らしとケアの関係、そし

て建築設計における経験値の共有など、幅広いテーマを取り上げています。人手不足の中、病院に

おける ICT や DX の導入は喫緊の課題です。また、テクノロジーは進歩していきますが、その中で

働き、暮らすのは人間であることに変わりはありません。お産や看取り、まちづくりなど、幅広い

分野における「ケア」についても取り上げています。本年度も、これからの医療福祉施設を考える

ヒントとなる企画を揃えました。 

 皆様お誘い合わせの上、ご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。プログラムは次頁をご

覧ください。 

記 

会  期 ２０２５年８月２８日(木)・２９日(金) 

会  場 女性就業支援センターホール（東京都港区芝 5-35-3 ハローワーク品川 4階） 

主  催 一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

定  員 １４０名 

申込締切 ８月２５日（月）17 時迄（最終支払期限：８月２５日（月）中） 

参 加 費 一般 45,100 円・JIHa 会員 23,100 円(税込) 

申し込み １）下記 URL よりお申し込み下さい。（イベントペイについて：詳細 13 頁目） 

https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=0610834174919284&EventCode=9388192631  

     ２）キャンセルについて 

      ■ コンビニ・ペイジーでの支払いの場合、期日までに支払が確認されない際は自動

キャンセルとなります。 

      ■ クレジットカード払いを含め、入金後のキャンセルはできません。 

     ３）イベントペイ利用によるシステム手数料が別途２２０円（税込）かかります。 

     ４）参加に関するご案内および資料は、受講者の E-Mail アドレスにお送りします。 

 

※本講座に関するお問い合わせは、メールにて事務局宛にお願いいたします。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-MAIL: office(at)jiha.jp ※(at)は@に置き換えてください。
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医療福祉建築フォーラム 2025 プログラム 

第 1日 ８月 28 日（木）9：15 開場 

9:30-9:35 会長あいさつ  山下 哲郎（一般社団法人 日本医療福祉建築協会 会長） 

9:35-11:20 

 シンポジウム：病院建築における経験知の共有―デザインと機能の調和 

 パネリスト：勝矢 元文（内藤建築事務所 東京事務所 企画室 次長） 

       髙橋 彰仁（山下設計 本社 建築設計部門 第 1設計部 

             チーフアーキテクト） 

       矢部 亮（久米設計 中部支社 設計本部 主管） 

 司会：渡辺 玲奈（竹中工務店 医療福祉・教育本部 専任副部長） 

11:30-12:30 
講演：ホームホスピス 

 講師：市原 美穂（全国ホームホスピス協会 理事長） 

12:30-13:30  昼食休憩 

13:30-14:45 

 講演：こころをケアする環境：共同創造（コ・プロダクション）の提案 

 講師：宮本 有紀（リカバリーカレッジおおた／ 

          東京大学大学院 医学系研究科 精神看護学分野 准教授） 

    おすし  （リカバリーカレッジおおた） 

    おりょう （リカバリーカレッジおおた） 

15:00-16:20 

シンポジウム：暮らしの中におけるケアのあり方（仮） 

 パネリスト：藤岡 聡子（ほっちのロッヂ 共同代表） 

       真嶋 信二（COMHCa 共同代表） 

       松本 衣美（COMHCa 共同代表） 

 司会：境野 健太郎（工学院大学 建築学部 准教授） 

第 2日 ８月 29 日（金）9：15 開場 

9:30-11:00 

 シンポジウム：産後ケアの今までとこれから 

 パネリスト：田中 みゆき（東京かつしか赤十字母子医療センター 師長） 

       横山 いずみ（社会福祉法人恩賜財団母子愛育会 師長）ほか 

司会・事例紹介：江文菁（工学院大学 建築学部 助教） 

11:10-12:10 

講演：パーソナル・アダプティブ・スマートホスピタル 

   ～デジタル技術を活かした活用した高齢者に優しい病院づくり～ 

講師：浅岡 大介（順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医療ｾﾝﾀｰ 教授）

   根本 絢子（鹿島建設） 

12:10-13:10 昼食休憩 

13:10-14:10 

講演：搬送サービスロボットを活用した病院業務カイゼン 

講師：豊島 聡（トヨタ自動車 未来創生センター R-フロンティア部 

      ロボティクスソリューションズ G） 

14:20-15:20 

講演：病院 DX とまちづくり（多職種協働セルケアシステムとこれからの病棟）

講師：篠原 直樹（社会医療法人石川記念会 HITO 病院 脳神経外科部長/DX 推
進室 CXO） 

15:30-16:30 
講演：看護 DX の実践 

 講師：瀬戸 僚馬（東京医療保健大学 学長特別補佐） 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：10.5 時間（予定） 
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建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

＊敬称略、タイトル・講師は変更されることがあります 

※本フォーラムに関するお問合せは、メールにて事務局（office(at)jiha.jp）宛にお願いします。 

(at)は@に置き換えてください。 

日本医療福祉建築協会事務局 〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 TEL: (03)3453-9904
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那覇市立病院新病院棟 見学会 開催案内（再掲） 

このたび 9 月の月例行事として、今年 10 月に移転予定の標記病院をオープン前に見学させて

いただきます。参加を希望される方は、下記、申込方法の通りお申し込みください。※残席僅少 

記 
那覇市立病院 https://www.nahacity-hospital.jp/  

 日  時 2025 年９月 10 日(水) 10:00-12:30 

 所 在 地 沖縄県那覇市古島 2 丁目 31 番地 1 

 設  計 株式会社 梓設計 

 デ ― タ 470 床/地上 10 階・地下 1 階/下層階：鉄骨鉄筋コンクリート造一部鉄骨造、 

上層階：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造・鉄骨鉄筋コンクリート造 

/延 39,183.69 ㎡/2025 年 10 月開院 

 特  徴 那覇市中心に位置する市立病院の敷地内建替え。敷地高低差を活かした救急/外来 

/サービスの３つのレベルのアクセス、Covid－19 に伴う感染対策強化、沖縄の歴 

史や風土を活かした療養環境等。開院後にはゆいレール直結のデッキや立体駐車場 

の整備を予定。 

 交  通 沖縄都市モノレール市立病院前駅下車 直結 

 定  員 ５０名（JIHa 会員・会友に限る） 

 参 加 費 5,500 円（税込） 

写真撮影：①見学会開始前の撮影 ②施設利用者の撮影 ③フラッシュの使用 は禁止となります 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：2.5 時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定）

1）受付方法：原則として E-mail に限ります。 

2）受付期間：定員となるまで、または９月２日（火）まで先着順にて承ります。 

3）記入事項：件名「那覇市立病院新病院棟 見学会参加申込み」 

①参加者名（法人会員は複数並記可）、②勤務先･部署、③電話番号、④E-mail アドレスを記載

のこと。 

4）申込人数：先着順のため、人数制限はございません。 

 5）受付の確認：お申し込みいただいたものについては内容を確認の上、イベントペイの申し込

み用 URL をお知らせしますので、そちらよりお申込み及びお支払いをお願いいたします。 

   ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途２２０円（税込）かかります。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：office(at)jiha.jp (at)は@に置き換えてください。
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韓国病院見学会 2025 開催のご案内（再掲） 

このたび国際委員会では、韓国医療福祉建築学会（KIHA）の協力のもと、韓国ソウル特別市で行わ

れる韓国最大級の医療・ヘルステック分野にフォーカスした展示会である K-HOSPITAL FAIR 2025

（大韓病院協会主催、テーマ「地域社会と医療福祉施設」）および最新医療施設を見学する韓国病

院見学会を企画いたしました。 

参加者を募集いたしますので、お誘いあわせのうえ、ぜひご参加ください。 

JIHa 国際委員会 委員長  岡本 和彦 

記 

韓国病院見学会 2025 

日  程 ２０２５年９月１７日（水）～１９日（金） 

会  場 展示会：COEX Hall、病院見学：韓国ソウル特別市および近郊 

主  催 日本医療福祉建築協会（JIHa） 

協  力 韓国医療福祉建築学会（KIHA） 

内  容 9 月 17 日（水） PM EWHA WOMANS UNIVERSITY SEOUL HOSPITAL 見学 

(予  定)   JUNGLIM ARCHITECTURE 設計／1,014 床／地上 10 階、地下 6

階／延 220,179.85 ㎡／2019 年 2 月開院 

    CHUNG-ANG UNIVERSITY GWANGMYEONG HOSPITAL 見学 

   GANSAM CO., LTD 設計／700 床／地上 14 階、地下 8階／延

96,987.39 ㎡／2022 年 3 月開院 

 9 月 18 日（木） AM SEOUL MEDICAL CENTER 見学 

   HEERIM ARCHITECTS & PLANNERS CO., LTD 設計／613 床／地

上 13 階、地下 4階／延 98,616.13 ㎡／2011 年開院 

   REGIONAL EMERGENCY MEDICAL CENTER 見学 

   HEERIM ARCHITECTS & PLANNERS CO., LTD 設計／32 床／地

上 5階／延 4,920.84 ㎡／2021 年 10 月開院 

  PM K-HOSPITAL FAIR 2025 

   参加無料、渡邊雅子氏（久米設計）講演 

 9 月 19 日（金） AM 一般建築視察 

  PM K-HOSPITAL FAIR 2025 

   参加無料、三浦研氏（京都大学）講演 

参 加 費 移動のためのバス代、施設見学料、通訳など概算で 45,000 円程度を予定していま

す。参加費は現在調整中ですので、確定次第お知らせします。 

予定人数 １５名（残り５名、定員になり次第締め切ります。） 

宿 泊 等 現地集合・解散としますので、現地までの交通手段・宿泊等はご自身で手配してく

ださい。集合場所など、参加申込された方には詳細な情報をお知らせします。 

参加申込方法 件名を「韓国病院見学会 2025 参加希望」とし、参加者名、所属、連絡先を明記し

て、E-mail(office(at)jiha.jp)宛にお申し込み下さい。 
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参加申込締切 ２０２５年８月２９日（金）。定員になり次第締め切ります。参加希望者で勤務先

の決裁等の都合により申し込みが遅れる方は、事務局までご連絡ください。 

参加資格 日本医療福祉建築協会の会員、会友及びその紹介者に限ります。ただし、JIHa 会

員優先となりますので、紹介者の申込は８月より受付開始といたします。 

 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定） 

 

日本医療福祉建築協会事務局 E-MAIL: office(at)jiha.jp ※(at)は@に置き換えてください。



INFORMATION  FROM  JIHA  2025.8.1                  一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

7 

社会医療法人 大阪国際メディカル&サイエンスセンター 大阪けいさつ病院 

見学会 開催案内（再掲） 

このたび 10 月の月例行事として、今年 1 月にオープンしました標記病院を見学させていただ

きます。参加を希望される方は、下記、申込方法の通りお申し込みください。 

記 
大阪けいさつ病院      https://oim.or.jp/  

 日  時 ２０２５年１０月２２日(水) 14:30-17:00 

 所 在 地 大阪府大阪市天王寺区烏ヶ辻 2-6-40 

 設  計 竹中工務店大阪一級建築士事務所 

 デ ― タ 650 床（内、集中治療室 65 床：ICU 28 床、HCU 28 床、SCU 9 床含む）/地階 

1 階・地上 8 階・塔屋 2 階/鉄骨造（一部 CFT 柱）・基礎免震構造/ 

延 10,669.71 ㎡/2025 年 1 月開院 

 特  徴 社会医療法人 大阪国際メディカル＆サイエンスセンターによる三次救急の受  

け入れなどを行う高度急性期病院の“大阪けいさつ病院”と、難治性の内科系 

  疾患に強みを持った“第二大阪けいさつ病院”が、新たに“大阪けいさつ病院” 

として機能統合し再編されたプロジェクトです。 

新病院では、集中治療室、手術室、さらに救命救急センターの診察室や処置室 

を拡充し、年間の救急車受け入れ 1 万件を目指し体制強化が図られていると共 

に、地域医療の中核を担う災害拠点病院として基礎免震、ＢＣＰの整備や感染 

症への対応も図られています。 

 交  通 JR 環状線桃谷駅より西へ徒歩約 5分 

 定  員 ３０名（JIHa 会員・会友に限る） 

 参 加 費 5,500 円（税込） 

写真撮影：①見学会開始前の撮影 ②施設利用者の撮影 ③フラッシュの使用 は禁止となります 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：3.0 時間（予定） 

建築ＣＰＤ（継続能力/職能開発）情報提供制度認定プログラム（予定）

1）受付方法：原則として E-mail に限ります。 

2）受付期間：定員となるまで、または１０月１６日（木）まで先着順にて承ります。 

3）記入事項：件名「大阪けいさつ病院 見学会参加申込み」 

①参加者名（法人会員は複数並記可）、②勤務先･部署、③電話番号、④E-mail アドレスを記載

のこと。 

4）申込人数：先着順のため、人数制限はございません。 

 5）受付の確認：お申し込みいただいたものについては内容を確認の上、イベントペイの申し込

み用 URL をお知らせしますので、そちらよりお申込み及びお支払いをお願いいたします。 

   ※イベントペイ利用によるシステム手数料が別途２２０円（税込）かかります。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：office(at)jiha.jp (at)は@に置き換えてください。
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Web 決済システム「イベントペイ」の導入について 

 
 月例事業、及び講座、フォーラムの参加申込みや参加費の支払いを Web 上で受付、管理できる決

済システム「イベントペイ」を導入しております。 
 
 「イベントペイ」による参加申込み等については下記をご確認ください。 
 

１．受講費支払方法について 

①クレジットカード決済 ②コンビニ決済 ③ペイジー決済（簡単銀行決済）よりご選択いただけ

ます。②、③のお支払期限は申込日＋７日間となります。 

【ペイジーでお支払いの際のご注意】 
一部金融機関（ゆうちょ銀行他）において、現金でお支払いの場合、別途手数料が発生する事があ

ります。その際の手数料については、恐れ入りますがお振込人様にてご負担くださいますようお願

い申し上げます。手数料の詳細は各金融機関のホームページをご確認ください。 
 

２．請求書発行について 

「イベントペイ」により受付をする事業については、原則として請求書の発行はいたしません。勤

務先等へのお手続きには領収書をご利用ください。ご理解の上、ご協力いただけますようお願い申

し上げます。 
 

３．支払期限について 

参加費支払期限は原則として「申込締切日または申込日＋７日間まで」となります。支払期限まで

に入金がない場合、自動的にキャンセルとなりますのでご注意ください。申込締切日直前にお申込

みの場合、お支払い期限までの日数が少なくなりますので、余裕を持ってお申し込みください。 

※資料の送付および参加用 URL はお支払い確認後となります。 

 

４．システム利用料について 

事業の参加費とは別に、システム利用料 220 円（税込）／人を参加者にご負担いただきます。 
 

５．領収書発行について 

決済完了メールに記載の URL より、インボイス制度に対応した領収書がダウンロードできますので、

参加者ご自身で取得してください。 
 
ご不便をおかけいたしますが、事務作業軽減のためご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

一般社団法人 日本医療福祉建築協会 事務局
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医療福祉建築賞 2025 募集要項 

 主催  一般社団法人日本医療福祉建築協会

 後援  厚生労働省(予定)

一般社団法人日本医療福祉建築協会では，1991 年に厚生省

（当時）の後援を得て「病院建築賞」を創設し，1995 年より名

称を「医療福祉建築賞」と改めて，医療福祉建築の顕彰事業を

実施しております． 
  賞は，近年竣工した医療・福祉施設及び保健施設のうち，応

募のあったものの中から選ぶことになります．下記の要項に沿

って，ふるってご応募くださるようご案内致します． 
 
１．趣  旨 
  医療福祉建築賞は優れた医療福祉建築を顕彰し，それを広く

世に知らせることによって，これら施設の質の向上をはかるこ

とを目的として定めるものである． 
  優れた医療福祉建築とは，建築として質が高いことに加えて，

利用者ならびに職員にとって快適で使い勝手がよいことを条

件とする．すなわち中身と器が調和し，いずれにおいても優れ

ていることを意味するものとする． 
 
２．顕  彰 
  「医療福祉建築賞」若干点に対して，賞状・銘板が贈られる．

また，企画，特定の部門計画，工事技術などが特に優れている

応募案があった際には，選考委員会でその内容を検討し若干点

に対して「医療福祉建築賞 準賞」として，賞状が贈られる． 

 
３．対  象 
  顕彰の対象となる施設は，2021 年（令和 3年）４月１日から

2024 年（令和 6 年）３月 31 日までの３年間に日本国内におい

て新築，増改築または改修を行なった医療･福祉･保健施設なら

びにその関連施設とする． 
 上記条件に合致する限りにおいて，前回に応募し選外となっ

た作品の応募もさしつかえない． 

 
４．応募資格 
  応募者は，当該施設の開設者または管理者，設計者のどちら

でもよい．ただし，選考委員または委員の所属する組織が計画･

設計･運営に関与している施設は応募できない（当該施設は委

員の任期終了後に応募することができる）． 
 

５．選考のための提出資料 
(1) 所定の応募申込書ならびに建築概要書 
(2) 設計主旨 
(3) 図面  配置図･平面図･断面図など，大きさはＡ３判.                                                    
(4) 写真  15 葉程度とし，周辺環境がわかるものを含む               

    こと．また，室内については家具・機器等が設置され   

   ていること．大きさは任意． 

上記 (1)～(4) をＡ３判クリアファイル１冊におさめて提出の

こと．なお，それらを 1つのファイルにまとめてＰＤＦ化し 

ＣＤ等に収めたデータを同時に提出のこと．保存時にデータサ

イズの縮小を心がけること. 

 

 

 

 ただし，本会会誌『医療福祉建築』に作品全体が紹介された 

ものついては，(2)～(4)の一部について当該誌の提出をもって

これに替えることができる．この場合でも『医療福祉建築』に

掲載分も含めてデータを提出のこと． 
 
６．応募期日 

  2025 年８月 18 日から同年８月 29 日まで．当日消印有効． 
 
７．提出先 

  一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

  住所  〒108-0014 東京都港区芝 5-26-20 建築会館 

  電話  03-3453-9904 FAX 03-3453-7573 
 
８．応募料 

  応募者は１作品につき 66,000 円（税込）を応募料として応

募時に納入する． 
 
９．選  考 

  選考は，以下の委員で構成される選考委員会によって｢趣旨｣ 
に沿った判断にもとづいて行なう．なお，選考過程で必要に応

じて現地調査を行なう．また，必要に応じて特別委員をおくこ

とができる． 

委員長 三浦  研（京都大学大学院 工学研究科 教授） 

委 員 浅野 晃司（東京慈恵会医科大学 名誉教授） 

委 員 勝山貴美子（横浜市立大学 医学部看護学科 教授） 

委 員 小菅 瑠香（芝浦工業大学 建築学部 教授） 

委 員 長島 一道（ハル建築研究所 代表取締役） 

委 員 平野 勝雅（大建 met 代表取締役） 
委 員 湯淺 篤哉（大林組 医療ソリューション部 部長） 
 
10．公  表 

  選考の結果は 2026 年３月末日までに応募者に通知するとと

もに,別途本会会誌に公表する． 
 
11．提出資料の取扱い 

  応募のために提出した資料は返却する．また，本協会がこの

事業の趣旨に則して提出資料を会誌に掲載，さらに図書の出版，

または展示などのために用いる場合，受賞者は無償でその使用

を認めることとする．なお，その際写真撮影者の記載を必要と

する場合は，あらかじめ応募の際に明記する. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

応募書類は web でダウンロードできます。 https://www.jiha.jp 

※本賞に関するお問合せはメールにてお受けします。E-mail:office(at)jiha.jp ※(at)は@に置き換え 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・関連情報・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

一般社団法人 環境共創イニシアチブ 

「脱炭素ビルリノベ 2025 事業」のご案内 

オフィスビルや商業ビル等の既存の建築物において断熱改修や高効率設備への更新を行うこと

で光熱費削減、資産価値や作業環境の向上が期待されます。 

詳細は次頁をご覧ください。 



既存建築物のリニューアルをご検討のみなさまへ

改修後の外皮性BPIを1.0以下にすることで、
設備費と工事費に係る費用を定額（1/2相当）で
支援します。

外皮の高断熱化

一次エネルギー消費量が省エネルギー
基準から用途に応じて30％または
40％以上削減されることで、設備費と
工事費に係る費用の定率1/3を支援します。

高効率設備の導入

エネルギー使用状況を見える化し、 
効率的なエネルギー管理（計測、分析等）を行うことで、 
設備費と工事費に係る費用の定率1/3を支援します。

BEMSの導入

断熱窓 断熱材

オフィスビルや商業ビル等の既存の建築物において

断熱改修や高効率設備への更新を行うことで

光熱費削減、資産価値や作業環境の向上が期待されます！

業務用建築物の脱 炭 素 改 修 加 速 化 事 業

空調 照明 給湯器

BEMS



受付時間 10:00~12:00、13:00~17:00(土日祝除く)
https://bl-renos.jp/r6/

留
意
事
項

•当資料は本事業の概略を説明するものです。申請にあたっては必ず別途公開される公募要領等をご確認ください。
•補助金申請にあたっては、インターネット環境が必要です。補助事業ポータルサイトにアクセスしてユーザ名を取得のうえ画面の内容に沿って必要事項の
入力を行っていただきます。
•補助金の交付決定の前に、既に契約、発注等がなされた事業は、交付対象とはなりません。
•交付決定した事業者名、補助事業の概要等をSIIのホームページ等で公表します。
•導入した設備は、善良な管理者の注意をもって管理し、補助金の交付の目的に従って、その効率的運用を図る必要があります。
•事業完了後、予め定められた期間、BEMSデータと共にSIIが指定する先に事業報告を行っていただく必要があります。なお、報告いただいた内容はZEB基準
の水準の実現と普及を目的として公表します。
•導入した設備を財産処分する場合は、予めSIIの承認を得る必要があります。補助金を返還いただく場合もあります。

補助対象製品と補助金額

上限額 ： 1事業あたり10億円　　下限額 ： 1事業あたり200万円

種別や性能区分等に応じて設定された補助単価に導入量を乗じた定額、
または、設備費および工事費の合計額に対する補助率とする。

公募期間
2025年3月31日（月）～2025年11月28日（金）

手続フロー

申請準備

0

Webプログラムで改修
後の外皮性能BPIや
BEIを計算してください。

交付申請

1

アカウント登録後、申請に
必要な書類を準備し、
補助事業ポータルサイト※

へ入力してください。 ※契約、発注等は必ず交付
決定後に行ってください。※以下のQRコードの特設

サイトから、「登録する」こと
でアクセス可能になります。

中間報告

3

既存設備の写真等、
中間検査を実施します。

実績報告

4

補助事業が完了した後、
SIIが定める期日までに
実績報告を行ってくだ
さい。

事業報告

5

事業完了後、予め定め
られた期間、 事業報告
を行っていただきます。

交付決定

2

提出された申請書類を
審査の上、交付決定
します。

※

外皮
断熱窓

断熱材

空調

照明

給湯器

BEMS

15,000円 ～ 50,000円／㎡

1,800円 ～ 3,700円／㎡

設備

定額

定率
補助対象経費の1/3
※補助対象経費＝設備費+工事費

※交付決定額の合計が予算額に達した場合、公募期間内であっても交付申請の受付を終了します。
※本事業では最大３年間、年度の切れ目なく事業の実施が可能です。


